
Ninja ZX-4R SE / RR 【8BL-ZX400P】 

取付説明書
＜取付所要時間の目安＞

約 30分
POWERBOX サイレンサー

※ 本説明書内ではPOWERBOXパイプ（別売品）装着済み車両を使用してご説明しています。（純正エキゾーストパイプとの組み合わせでも装着可能です。）
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼って養生しておく事をお勧めします。

〈 商品内容 〉　サイズの単位：mm

① POWERBOX サイレンサー
② サブステー（板状）
③ ６角フランジボルト（M6×12）

×１
×１
×１

純正サイレンサーを取り外し、POWERBOXサイレンサーを仮組みします。 ●１
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※純正エキゾーストパイプとの組み合わせでもサイレンサー接合部にはガスケットを使用します。
　ガスケットは基本的には再使用しますが、固着して取れなかったり、著しく傷んでいる場合には
　専用サイズのガスケットを別途ご購入の上、新品に交換して下さい。

作業開始前に本書を必ず一通りお読みになり、
内容をよく理解してから作業を始めて下さい。

④ フランジナット（M6）
⑤ ステンレスバンド
⑥ コの字型ステー

×１
×２
×２

サイレンサー差込部のバンドを緩め、
上部固定箇所を取り外し
サイレンサーを車体から取り外します。

付属のサブステー②を仮止めしておきます。エキゾーストパイプのフレーム固定箇所の
ナットを一旦取り外してサブステー②を割り込ませ、再びナットで仮止めします。
写真はPOWERBOXパイプ装着車両取付例ですが、純正エキゾーストパイプでも
基本的な取付方法は同じです。

POWERBOXサイレンサー装着時に再使用する純正ヒートガード用のステーを準備します。
付属のステンレスバンド⑤とコの字型ステー⑥を組み合わせてエキゾーストパイプ側に
組み付けておきます。バンドを通す向きは画像の通りにして下さい。

後側用後側用

前側用前側用

POWERBOXサイレンサーを組み付ける前に
ヒートガード固定用のステーを
エキゾーストパイプに通しておきます。

後側用後側用

コの字型ステーにツメが
付いているのが後側用
コの字型ステーにツメが
付いているのが後側用

POWERBOXサイレンサーを
エキゾーストパイプにゆっくりと慎重に
差し込んで行きます。あらかじめグリスを
塗ってから差し込むと滑りが良くなり、
ガスケットを傷めずに入れ易くなります。

POWERBOXサイレンサー上部を仮止めします。
取り付けのボルト類は純正サイレンサーに
使用していたものを再使用します。

あらかじめ組み込んでいたサブステー②にPOWERBOXを仮止めします。付属の６角フランジボルト③とフランジナット④を使用して固定します。

②② ③③ ④④

②② ③③
②②

サイレンサー接合部のガスケットは
純正サイレンサーから抜き取り再使用します。
著しく傷んでいる場合には新品に交換します。
専用サイズのガスケットをお買い求め下さい。

車体右側から見た状態車体右側から見た状態

②②

車体左側から見た状態車体左側から見た状態

前側用前側用

【参考情報】
サイレンサー接合部ガスケット
カワサキ純正パーツ品番：11061-0447

製品を取り付ける際には、マフラー表面に手垢など、汚れが付着しない様に
素手による作業は行わず、必ずきれいな軍手をしながら作業して下さい。
また、マフラーに傷を付けない樣にウェスやビニールを巻いておくなど、
あらかじめ養生をしてから作業する事をおすすめします。

チタン仕様を取り付けるお客様へ

②②

ツメの位置は車体前方へ向けるツメの位置は車体前方へ向ける



各部本締めを行ないます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2/2

エンジンを始動後して装着状態に問題の無い事が確認できましたら作業終了となります。

本締めを終えましたら、作業中に付着した汚れや油分をパーツクリーナーでしっかりと拭き取ります。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと後で落とすのが
困難になりますのでご注意下さい。

POWERBOXサイレンサーとスイングアームとの間に隙間が確保されている事を確認します。
念の為荷重をかけてスイングアームを動かしながらの確認も行なって下さい。

各部の取付状態、隙間をよく確認します。●２
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●３

純正エキゾーストパイプからヒートガードを取り外し、  POWERBOXサイレンサー接合部に取り付けます。●４

●５

特に後ろ側のバンド、コの字型ステーは
ブルーの着色にキズを付けない様に
丁寧に位置合わせをしてから本締めに移ります。

後ろ側のコの字型ステーのツメは接合部の
ガスケットが外に出ない様にストッパーとしての
役割を果たす形状になっていますので
サイレンサーボディーのふちにピッタリと合わせて
固定します。

サイレンサーボディーのフチにツメを
ピッタリ合わせます。
サイレンサーボディーのフチにツメを
ピッタリ合わせます。

重
要

※ 安全にご使用いただく為にも取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 装着直後は、しばらくの間マフラー内部に残った油分により、臭いや排気出口から白煙が発生する場合がありますが、徐々に収まっていきます。
※ 本製品は構造上使用状況によってアフターファイヤーが発生する場合がありますが、性能や耐久性に問題が生じるものではございません。
※ 製品によっては、サイレンサーやマフラー本体に小さな穴を空けている事があります。これは水抜き用に設けられた穴ですので、特に問題はございません。
※ 日頃のお手入れは、基本はたっぷりの水で洗車し、仕上げはパーツクリーナーで。汚れのひどい時にはマジックリンを使用して
　 柔らかい布で優しく拭き上げて下さい。
★ チタン仕様の製品では研磨剤の入ったワックス等は一切使用しないで下さい。チタンブルーの色が落ちてしまいます。
　 乾拭きも細かい拭きキズが付きますので避けて下さい。一度落ちてしまった色は再着色出来ません。
※ 【グラス・ウールは消耗品です！】
　 マフラーの使用期間・使用状況によっては、音量が大きくなる事があります。
　 使用距離：10,000km毎を目安にサイレンサー内部消音材（＝グラス・ウール）の交換をお勧め致します。 
   （詳細は弊社までお問い合わせ下さい。）

上記内容を良くご理解いただいた上でご使用下さい。

※ ２本のバンドの締め過ぎに注意！！
ヒートガードが動かない状態になれば充分です。
思いっきり締めこむ必要はありません。


